
幸福について

管理局長
　　　  金田　泰彦

　最近、いじめや青少年の凶悪な犯罪のニュース

が新聞やテレビで頻繁に報道されています。

　この様な事は昔もあったと思いますが、最近の

事件は以前のそれよりも陰湿性が増してきている

ように思えます。

　終戦直後の日本が貧しかった私達が子どもの頃

に比べ現代は昭和 30～ 40年代の未曽有の経済成

長の結果、国民生活が格段に向上するとともに科

学技術の発展と相俟って便利な世の中になりまし

た。

　昔からある諺に「衣食足りて礼節を知る」とい

うのがありますが、経済的に裕福な社会になって

このような事件が多発しているのは何故かと考え

させられます。

　これは物質的な充足を追い求める気持ちが強く

なった反面、他人に対するいたわりや感謝の気持

ちが薄くなったのではないかと思われます。

 人間は誰も一人では生きていけません。社会の中

で多くの人やいろいろな物の恩恵をうけながら「生

かされている」という思いを取り戻す必要がある

と思います。

　人間の幸福や満足は大量消費の先にあるのでは

なく、意外に別の次元にあるのではないかという

思いを強くしています。

　幸・不幸というのは起こった出来事ではなくて、

それを受け止める人生観次第だと思います。欲望

には限りが無いから幸福というのは目指してはい

けないと言われています。それは、目指した欲望

は叶うとすぐ上方修正されてしまうからです。結

果的には「慢性的不満」つまり不幸となる、とい

うことです。

　「人間とはなんと奇怪で物欲し屋で、あくことの

ない幸福への空腹感を持ち続けている動物であろ

う」(竜馬がゆく )

　しかし反面、欲望に惑わされる弱い人間として

この世に生まれた私は、欲があるからこそ喜びや

悲しみがあり、それが私の人生を少しでも豊かな

ものにしているとも思っています。

<済生会前橋病院ソフトボールチーム>

　済生会では、毎年全国 80余りの済生会病院が参加して親善

ソフトボール大会が開催されます。本年も 7月 29 日に栃木

県宇都宮市で関東地区の済生会病院 14病院が参加して関東ブ

ロック大会が開催されました。当院は、惜しくも 2回戦で敗退

し全国大会出場はなりませんでしたが、他院職員との親善がで

き、また、医師、看護師などすべての職種が一体となって臨ん

だことで院内の結束も強まったと感じました。

＊職員からの写真・記事を募集しています。

なでしこらむ



管財課のご紹介

　　　　　　　管財課

　　　　　　　　　島田 泰治

　こんにちは、管財課の紹介をさせて頂きます。

普段は皆さんの目に付かない仕事が多く、「管財

課って、何しているの ?」なんて質問をされる

ときがありますが、簡単に言うと管財課は建物・

設備のお医者さんみたいなものだと思います。

目立たない部分では病院機能の土台となる医療

ガス、給排水、都市ガス、滅菌装置、電気、非

常発電機、空調設備、ボイラー、給湯機等各設

備の運転やメンテナンスを行っています。また、

廃棄物、清掃、警備、駐車場の委託業務関係や

固定資産関係等の業務もあります。皆さんの身

近なところではエアコンのフィルター、換気扇、

屋内の空気を清浄化する外調機フィルターの清

掃やリネン・制服類のクリーニング仕分け等々、

まだまだ書ききれないほどの業務を日々行って

います。他に救急車や公用車の運転、トイレ修

理から機器修理、建物の修繕まで「便利屋さん」

「何でも屋さん」的なことを課員 5人で切り回

しています。しかし、院内には酸素ガス、燃料

ガス、高圧蒸気、高圧電気等の設備を設置して

あり、一つ間違うと大事故になりかねませんの

で、常に細心の注意を払っています。

　このように危険と隣り合せの職場ですがやり

がいのある職場だと自負しています。これから

も患者さんが安心して療養して頂けるよう、力

を合わせて頑張って行きたいと思います。

スタッフ

ふれあいデーのご報告
　2007年 6月23（土）晴天の下、「今年もふれ

あいデーへぜひどうぞ」をテーマに、恒例となっ

た『ふれあいデー2007』を開催いたしました。

第４回目を向かえる今年は天気にも恵まれ、昨年

の500名を大幅に上回る800名を超える方にご

来場いただき大盛況でした。

　この催しは、地域の皆様と病院職員のふれあい

を目的に開催しているもので、地元自治会のご協

力もいただいております。また、小学校児童によ

る絵のコンテスト、公民館で活動する自主サーク

ルグループの皆さんのコーラスや演奏、芸術作品

の展示など、地域の方にも大勢ご参加いただいて

おり、病院を身近に感じてほしいという交流の目

的も達せられたのではないかと感じています。今

後も地域の皆さんの健康管理に役に立つような行

事を開催することを考えています。

『AED体験説明中』 『大人気の健康チェックコーナー』



　　　　　外科部長

　　　　　　　　細内　康男

 開腹手術に比べ、傷が極めて小さな腹腔鏡下手

術は、体に優しい治療法として注目を集めてい

ます。以前は開腹手術が必要とされていたやや

進行した胃・大腸癌、膵腫瘍等に対しても腹腔

鏡を利用した手術が施行されるようになり、腹

腔鏡手術の恩恵を受けられる患者さんの数は

年々増加しています。しかし腹腔鏡下手術を安

全に行うためには充分な経験が必要です。当院

では腹腔鏡下手術実績1,400例余りの細内、優

れた技術を持つ尾嶋を中心として胆嚢結石・ポ

リープ、胃癌、大腸癌、膵腫瘍、脾疾患などい

ろいろな病気を腹腔鏡下に施行しています。腹

腔鏡下手術総件数は、2006 年 12 月までに

2,216 例に達しており、群馬県一、全国でも有

数の実績を誇ります。2006年は年間 291例の

施行実績でした (図 1)。最近 9年間の主な疾患

の手術件数年次推移を（表 1）に示します。当

院の腹腔鏡下手術の特徴は切開せずに腹腔内に

挿入、臓器を把
は じ

持できるミニループレトラクター

を開発、使用するとともに臍
さ い か

窩縦切開法を多用

しているため他施設の腹腔鏡下手術に比べ更に

傷が少なく目立たないことです (図 2)。大腸を

20cm以上切除する大腸癌手術でもほとんど傷

跡が残りません (図 3)。術後の入院期間等はク

リニカルパスに基づく、入院療養計画書で明記

しており、胆嚢摘出術1－ 2日、胃癌7－ 10日、

大腸癌 7日前後、膵臓 7－ 10日、脾臓摘出 5

日前後と短期間での退院が可能です。詳細は外

科外来窓口に御相談下さい。
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モニター画面を見ながらの
長い手術器具による体外操作
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